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北
海
道
電
力
側
の
ピ
リ
力
発
電
所
は
、
北
海
道
開
発
局
が
現
在
逮
股
中
の

特
定
多
目
的
ダ
ム
(
美
利
河
ダ
ム

)
の
直
下
流
に
遇
政
中
の
発
電
所
で
、
道

南
で
は
、
七
飯
水
力
発
電
所
(
一
万
J
匂
)
に
次
ぐ
規
模
の
発
電
所
で
あ
り
、

総
工
事
費
は
、
約
五
+
三
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
発
電
所
は
、
今
金
町
を
中
心
と
し
た
北
部
楢
山
地
域
の
電
源
確
保
と
国

産
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
活
用
と
し
て
、
電
源
多
用
化
促
進
に
璽
要

主
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

工
事
は
、
昭
和
六
+
=
一
年
+
月
に
着
工
さ
れ
、
平
成

三
年
八
月
の
完
成
を

目
指
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
ニ
の
発
電
所
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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水
力
は
、
自
然
界
に
存
在
す
る
無
現
在
、
わ
が
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

限
の
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
化
石
エ
給
の
約
八
割
は
、
海
外
に
頼
っ
て
い

ネ
ル
ギ
資
源
と
異
な
り
、
枯
渇
す
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
電
源
的
多
様

る
恐
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
利
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
発
電
規
模

用
に
当
た
っ
て
は
、
石
油
、
石
炭
な
に
比
べ
建
訟
費
が
大
き
な
ウ
ェ

ト

ど
を
燃
や
す
こ
と
に
よ
る
酸
性
雨
、
を
占
め
る
水
力
発
電
所
内
建
設
は
、

地
球
温
室
効
果
等
円
環
境
汚
染
問
題
他
の
電
源
に
比
べ
、
経
済
的
に
は
割

も
な
い
な
ど
ク
リ
ン
性
、
安
全
性
、
高
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
電
力
円
安

信
頼
性
等
で
数
々
の
利
点
が
あ
り
、
定
供
給
の
確
保
町
面
か
ら
‘
大
変
重

現
在
わ
が
国
の
国
産

一
次
エ
ネ
ル
ギ
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
す
。

ー
の
約
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
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発
電
所
の
工
事
は
、
花
石
に
開
設
ト
ン
ネ
ル
掘
削
延
長
約
三
、
三
五
目

さ
れ
た
北
電
ピ
リ
カ
発
電
所
建
設
所

μ
の
っ
ち
一
部
地
質
不
良
の
箇
所
を

に
よ
る
工
事
管
理
の
も
と
熊
谷
清
掘
削
す
る
た
め
、
北
電
の
水
力
発
電

水

-
戸
田

・
日
特
共
同
企
業
体
に
発
所
内
建
設
と
し
て
は
初
め
て
の
ン

l

注
さ
れ
、
水
圧
管
路
、
発
電
所
、
放
ル
ド
掘
削
工
法
(
説
明
別
掲
)
が
採

水
路
に
区
分
さ
れ
る
工
事
と
し
て
用
さ
れ
、
安
全
に
効
率
的
に
進
め
ら

各
々
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
れ
て
い
ま
す
。

工
事
的
特
徴
と
し
て
は
、
放
水
路

蔚

工

建
言霊

• {剛)

諸王

後志利別川水系
i後志利別川
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事

情

カ

現
在
、
太
陽
熱
、
風
力
波
力
、

地
執
、
燃
料
電
池
主
ど
に
よ
る
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
方
式
が
研
究
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
が
.
い
ず
れ
も
コ
ス

ト
が
高
く
、
西
暦
二
千
年
の
時
占
で

も
電
力
供
給
力
と
し
て
は
、
四
五

許
程
度
内
規
模
で
あ
り
、
長
期
的
視

占
で
今
後
研
究
開
発
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
言
え
ま
す
。

こ
う
言
う
面
か
ら
も
小
規
模
な
水

力
発
電
の
建
設
は
、
箆
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
ま
す
.

@
シ
ー
ル
ド
工
法
と
は

ト
ン
ネ
ル
掘
削
機
前
面
に
回
転
す

る
カ

y
pー
が
取
り
付
け
ら
れ
た
円

筒
型
の
ン

l
ル
ド
機
に
よ
り
岩
盤
を

掘
削
す
る
も
の
で
、
作
業
は
全
て
機

内
で
行
な
わ
れ
る
た
め
、
地
質
不
良

で
あ
っ
て
も
安
全
に
掘
削
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
掘
削
さ
れ
た
土
砂
は
、

機
内
の
ス
ク
リ
ュ
ー
コ
ン
ベ
ア
ー
に

よ
り
自
動
搬
出
さ
れ
る
た
め
効
率
的

な
作
業
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
掘
削
函
に
は
、
特
殊
起

泡
材
に
よ
る
気
泡
を
注
入
し
な
が
ら

掘
削
す
る
こ
と
で
、
掘
削
土
砂
町
流

動
性
を
向
上
さ
せ
.
カ
y
oノ
l
面
円

安
定
を
保
ち
な
が
ら
掘
削
す
る
も
の

で
す
。哩

園

ダ
ム
上
流
の
取
水
口
に
よ
り
最
大
十
二

・
六
立
法

μ

/
毎
秒
の
水
を
取
水
し
、
水
圧
管
路
を
経
て
発
也
所
に

導
水
し
、
最
大
三
十
八
五
H

川
町
落
差
を
利
用
し
て
、

最
大
四
千
J
勺
を
発
電
し
、
花
石
め
の
う
橋
下
流
で
利

別
川
に
還
流
す
る
も
の
で
す
。

立軸渦流可動

羽根プロペラ水車
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回

品るさと園生事襲

鶴自首霊員会闘僅

第

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円

事
業

(
地
方
が
知
恵
を
出
し
、
国
が

支
援
)
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
今
年

三
月
に
町
内
各
戸
に
十
四
項
目
的
テ

?
に
分
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

配
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
し

た
四
月
末
ま
で
の
締
切
り
に
、
五
十

四
名
か
ら
八
十

一
件
の
各
々
貴
重
な

カニカン岳

野天巴恵まれ

捌塵@大パノラマ

町民登山

みどり@自

制定冨愈檀樹

金

営林署

ぷ... 
"7 

• • 

町
観
光
協
会
主
催
町
カ
ニ
カ
ン
岳

山
開
き
町
民
登
山
が
六
月
十
一
日
快

哨
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

英
利
河
町
国
道
二
三

O
号
線
か
ら

利
別
川
本
流
沿
い
約
八
肢
の
登
山
口

で
、
午
前
九
時
半
か
ら
山
の
安
全
を

祈
願
す
る
修
ぱ
つ
式
を
行
な

っ
た
あ

と
、
今
金
山
岳
会
の
原
口
忠
之
J
を

先
頭
に
、
函
館
・
江
差
か
ら
の
参
加
者

も
含
め
、
最
年
少
三
歳
か
ら
最
高
齢

七
十
一
一
歳
ま
で
総
勢
八
十
四
名
が
山

頂
を
め
ざ
し
ま
し
た

(
標
高
九
八

O

新
緑
の
原
生
林
の
中
を
ぬ

っ
て
、

途
中
で
金
鉱
跡
や
古
川
山
植
物
、
雪
渓

の
景
観
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
午

後
零
時
半
に
全
貝
が
山
頂
に
た
ど
り

つ
き
ま
し
た
。

山
頂
か
ら
は
、
快
晴
の
た
め
三
六

O
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
狩

好調です

融自畏 ネギ@

豊 富

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
年
間
二
百

九
十
J
が
生
産
さ
れ
、
販
売
額
も
一

億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
か
ら
計
画
的
に
導

入
さ
れ
て
い
る
黒
毛
和
種
肉
用
牛
の

堆
肥
の
利
用
に
よ

っ
て
、
地
力
増
進

を
図
り
、
長
さ
一
訂
以
上
も
あ
る
良

質
の
ネ
ギ
が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
金
町
消
防
囲
内
総
合
演
習
が
六
月
十
日
午

後
一
時
か
ら
今
金
小
グ
ラ
ン
ド
で
今
金

・
横

川
花
石
各
分
団
か
ら
八
十
五
名
町
団
員
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

及
川
消
防
団
長
か
ら
「
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、

己

• • 

好
か
れ
る
消
防
団
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
旨
の
訓

示
の
あ
と
、
来
賓
三
十
五
名
が
見
守
る
中
、
各

分
団
ご
と
に
小
隊
駅
練
や
六
台
の
消
防
車
に
よ

る
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
を
、
き
び
き
び
と
し
た
動

作
で
披
露
し
た
あ
と
、
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
で
模
擬
訓
練
と
し
て
、

鮮
や
か
な
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
参
観
者
か
ら
大
き
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

場
山
や
遠
く
は
積
丹
半
島
内
山
並
み

ま
で
一
望
で
き
ま
し
た
。
昼
食
休
恕

後
、
下
山
し
、
下
山
時
に
は
残
雪
で

尻
す
べ
り
す
る
人
も
い
た
り
、
山
ツ

ツ
ジ
や
ツ
パ
メ
オ
モ
ト
を
写
真
に
写

し
た
り
と
全
員
元
気
に
下
山
し
ま
し

た
。
下
山
後
、
参
加
者
全
貝
に
牛
乳

と
記
念
メ
ダ
ル
が
配
付
さ
れ
、
大
菩

こ
び
、

参
加
者
は
山
開
き
町
民
登
山

を
充
分
に
満
喫
し
た
よ
う
で
し
た
。

話
題
ア
レ
コ
レ

今
金
営
林
署
の
植
樹
祭
が
六
月
二

日
晴
天
的
中
、
英
利
河
内
利
別
川
流

域
二
三
八
林
班
国
有
林

(
美
利
河
市

街
地
か
ら
約
四
キ
ロ
地
占
)
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

毎
年
、
森
林
資
源
内
重
要
さ
を
。

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
実
地
し
て
い

る
も
の
で
、
特
に
今
年
は
「
み
ど
り

の
日
制
定
記
念
」
を
兼
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
は
行
政
機
関
、
各
種

団
体
の
畏
、

一
般
町
民
代
表
、
英
利

河
小
唯
一
円
児
童
丸
山
明
子
♂
(
四

年
)
ら
五
十
名
と
営
林
署
々
員
ら
総

収
種
は
、
六
月
頃
と
十
二
月
頃
の

年
二
回
、
主
に
札
幌
市
場
に
出
荷
さ

れ
、
軟
か
く
て
糖
度
も
あ
り
昧
も
良

い
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
薬
に
よ
る
消
毒
も
ほ
と
ん

ど
な
い
健
康
食
品
で
、
こ
れ
か
ら
も

需
要
が
ま
だ
ま
だ
期
待
で
き
る
。
生

産
団
地
確
立
の
面
か
ら
も
、
自
町
内

に
生
産
仲
間
が
増
え
る
こ
と
が
待
望

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
秋
に
は
、
国
費
補
助
に
よ
る
共

同
育
首
施
設
一
、

三
二

O
平
方

μ
二

棟
が
金
原
地
区
に
般
置
の
計
画
が
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
外
、
軟
白
ネ
ギ
は

病
害
に
も
強
く
、
連
作
も
で
き
る
こ

と
か
ら
今
金
男
し
ゃ
く
に
次
ぐ
今
金

特
産
品
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

〕4
 
〔

ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た。

町
で
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
、
慎
重
に
審

議
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
福
祉
・
環

境

・
衛
生
、
建
設

。
土
木
、
住
民
運

動

・
交
通
安
全
、
牒
林
業
、
商
工
観

光
、
地
域
振
興
、
教
育

・
文
化

・
ス

ポ

ソ

、
金
融
機
関
等
の
代
表
者
三

十
二
名
に
よ
る
「
今
金
町
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
検
討
委
員
会
」
を
組
織
し

ま
し
た
。

第

一
囲
内
検
討
委
員
会
は
、
五
月

米

作

内

生

産

調

整

が

強

化

さ

れ

る

二
十
六
日
役
場
会
験
室
に
於
い
て
聞
な
か
で
、
転
作
目
的
有
効
利
用
と
農

協
さ
れ
、
会
長
に
岡
本
優
〆
(
昭
和

'
業
経
営
者
円
増

収

収

入

安
定
を
め

町
)
副
会
長
に
坂
本
久
光

J
(
金

引

ざ
し
て
始
め
ら
れ
た
『
軟
白
ネ
ギ」

原
)
を
選
出
し
、
八
十
一
件
の
ア
イ

し

の
栽
培
が
、
金
原

-
八
東
地
区
十
四

デ
ア
が
各
委
員
に
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

配

戸
内
農
家
に
よ
り
園
芸
ハ
ウ
ス
数
七

委
貝
会
で
は
今
回
、

提
示
さ
れ
た
も

話

十
四
棟
三
万
五
千
平
方
訂
が
設
置
さ

の
を
基
本
と
し
て
、
次
回
以
降
、
各

部
門
ご
と
に
集
約
し
た
中
で
、
分
科

会
を
設
け
て
、
細
分
化
し
た
内

容
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
次
回
は
、

六
月

・
七
月
中
に

各
々
開
催
し
、
い
く
つ
か
の
事

業
に
し
ぼ
り
、
町
長
に
対
し
て

報
告
さ
れ
ま
す
。

な
お
町
で
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

こ
の
事
業
に
限
ら
ず
、
町
政
の

各
分
野
に
お
い
て
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
原
公
園

祭
が
六
月
四

日
、
金
原
神

社
下
の
公
園
、

緑
と
夢
の
丘

に
部
落
住
民

約
三
百
五
十

一
祭
一
国

人
が
集
ま
り
、
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

に

公

的
時
期
、
田
植
は

一
段
落
し
た
と
は
云
え
、
ま

か

原

だ
ま
だ
忙
し
い
農
作
業
の
手
を
休
め
、
老
い
も

や

金

若
き
も
こ
の
祭
典
に
参
加
し
、
芝
ザ
ク
ラ
や
ツ

賑

一

ソ
ジ
が
咲
き
誇
る
景
観
を
眺
め
な
が
ら
余
興
に

一

一

入
り
ま
し
た
。
一
番
手
と
し
て
今
金
研
友
会
七

「
L
名
が
友
情
出
滅
、
自
慢
の
美
芦
を
披
露
し
、
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
.
こ
の
あ
と
各
牒

事
組
合
単
位
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等

も
行
わ
れ
参
加
者

一
問
、
秋
の
五
穀
豊
穣
を
願
い
大
変

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今 金町

重喜叡@樹木@

寄贈巴感富留します

勢
八
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
、
植
樹
さ
れ
た
の
は
北
海
道

的
木
に
指
定
さ
れ
て
い
る
赤
エ
ゾ
松

苗
木
六
百
本
が

O

一
お
林
地
に
署

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
約
一
時
間

を
か
け
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
植
樹

さ
れ
た
赤
エ
ゾ
松
は
八
+
年
後
に
伐

採
さ
れ
る
予
定
で
す
。

作
業
後
、
記
念
撮
影
を
し
、
英
利

河
小
学
校
で
話
し
合
い
を
し
な
が
ら

の
昼
食
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

広
報
五
月
号
で
町
民
の
み
な
さ
ん

に
、
総
合
公
園
へ
の
樹
木
寄
贈
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
‘
善
意
の
多
数
の

寄
贈
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
寄
贈
願
っ
た
樹
木
は
、
町
民
的

憩
的
場
、
創
造
ふ
れ
あ
い
の
森
と
し

て
、
町
民
の
方
に
親
し
め
る
公
園
づ

く
り
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
予
想
を
上
回
る
樹
木
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
の
で
総
合
公
園
に

は
植
樹
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
他
公
共
施
設
等
に
も
植
樹
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
名
札
を
つ
け
て
大
事

に
管
理
し
ま
す
、
ご
理
解
と
ご
了
承

を
お
願
い
し
ま
す
。

〕5
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校
動
R
7
明

各
運

rM

大
1

趣
向
を
凝
ら
し
た

各
競
技
に
熱
戦

六
月
は
、
幼
稚
図
、
各
小
中
学
校

の
運
動
会
の
季
節
。
四
日
の
今
金
小

学
校
大
運
動
会
を
皮
切
り
に
、
十

一

日
は
、
今
金
中
学
校
体
育
大
会
、
十

八
日
に
の
こ
り
の
運
動
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
天

候
不
順
の
た
め
、
総
合
体
育
館
で
幼

稚
園
、
そ
の
外
樋
川

・
神
丘
・
盟
田

小
学
校
と

一
部
内
学
校
の
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

100メートル決勝(今金中)

四
日
と
十

一
日
は
、
大
変
姉
夫
に

忠
ま
れ
、
そ
れ
と
反
対
に
十
八
日
は

寒
い
日
に
な
り
ま
し
た
が
、
趣
向
を

説
ら
し
た
各
競
技
に
、
児
童

・
生
徒

た
ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
熱
戦
を
展

開
し
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
大
き
な
歓
声
や
、
お

母
さ
ん
た
ち
の
声
般
が
一
日
中
グ
ラ

ン
ド
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

がのっ55fP
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応援者も力が入ります (今小)紅白玉入れ(今小1年生)恒例の今小競輪(4年生)

全身使つての応援
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学校訪問

美
利
河
小
学
校

(森
田
敏
校
長
)

は
今
金
町
的
最
東
端
に
位
置
し
、
創

立
は
明
治
三
十
五
年
七
月
十
三
日
美

利
河
マ
ン
ガ
ン
工
場
の
家
を
改
造
し

て
、
男
十
二
名
女
五
名
計
十
七
名
で

勉
強
を
始
的
、
同
年
十
月
五
日
第
六

利
別
簡
易
教
育
所
と
し
て
正
式
に
開

校
し
、
卒
業
生

一
千
百
十
名
を
送
り

出
し
た
古
い
歴
史
の
あ
る
学
校
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
十

一
月
に
現
在
的

新
校
舎
が
完
成
し
、
普
通
教
室
三
、

特
別
教
室
三
に
体
育
館
を
備
え
、
床

暖
房
が
設
備
さ
れ
、
床
に
は
カ
ペ

y
ト
を
敷
き
、
教
室
の
廊
下
側
は
間

仕
切
り
が
な
い
、
色
彩
に
も
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ユ
ニ

ー
ク
で
大

変
明
る
い
学
校
に
な

っ
て
い
ま
す
。

児
童
数
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
百

十
六
名
が
お
り
ま
し
た
が
年
々
減
少

し
、
現
在
は
児
童
数
一
名
(
四
年
生

女
子
)
に
な
り
ま
し
た
。

明ー :
子人 !
さで 。

んも
日月 i 

る :
〈
フτ
気
な;来

年
は
左
遣
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
一
人
で
も

が
ん
ば
る
つ
も
り
で
す
。

ぬ

問

問

問

@

圃
口叫
函

一
人
の
学
校

英
利
河
小
四
年

丸

山

明

子

友
だ
ち
が
転
校
し
た

の
で
、
四
月

か
ら
英
利
河
小
は
私
一
人
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
先
生
方
も
い
る
し
、
お

ば
さ
ん
も
い
る
の
で
さ
み
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
こ
の
間
.
生

活
館
の
前
向
公
聞
に
行

っ
た
時
や

っ

ぱ
り
さ
み
し
か

っ
た
で
す
。
そ
れ
に

ふ
つ
う
な
ら
も
う
ブ
ラ
ン
コ
が
付
い

て
い
る
h

は
ず
な
の
に
付
い

て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
い
つ

も
は
、
友
だ
ち
の
お
父
さ
ん
が
す
ぐ

つ
け
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
き
っ
と

③
 

h
 
B
 
Z
 
易噌eb
 
ヲ

町
の
た
め
に

役
立
ち
た
い

• • 
函
圃
園

遊
ぴ
に
来
る
子
ど
も
も
少
な
い

か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
、
去
年
ま
で
は
休
み
時
間

に
な
る
と
た
い
て
い
体
育
館
で
あ
そ

ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
は
教
室
で
あ

そ
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
で

も
先
生
の
お
く
さ
ん
方
が
時
々
あ
そ

び
に
来
て
く
れ
た
り
も
し
ま
す
。
そ

何
時
は
、
た
い

へ
ん
楽
し
い
で
す
。

勉
強
で
ふ
べ
ん
な
の
は
体
育
で
す
.

と
び
箱
や
マ

y
ト
巡
動
は
で
き
る
の

で
す
が
、
ピ
ー
チ
ポ

l
ル
や
サ
y
カ

ー
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
生
と
二

人
で
も
で
き
る
パ
ト
ミ
ン
卜
ン
な
ん

か
を
よ
く
や
り
ま
す
.

二
年
前
に
札
械

の
大
学
を
卒
業

し
、
函
館
内
全
社
を
経
て
今
春
、
今

金
町
役
場
に
勤
め
ま
し
た
。

「
当
町
に
住
居
を
移
し
、
そ
し
て
役

場
農
林
諜
に
席
を
お
い
て
、
三
ヶ
月

が
過
き
去
り
ま
し
た
。
公
私
と
も
に

未
知
町
事
が
多
す
ぎ
、
ま
だ
ま
だ
戸

惑
い
を
隠
せ
ま
せ
ん
が
、

一
日
も
早

〈
新
し
い
生
活
に
な
じ
み
、
町
民
的

方
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
頑
張
り
た

い
.
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
U
森
さ
ん
は
上
ノ
国
町
出
身
で
、
お

父
さ
ん
も
役
場
職
員
で
す
。
三
人
兄

姉
向
次
男
で
、
趣
味
は
釣
り
と
ド
ラ

イ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
は
テ
ニ
ス
、
ス
キ

ー
で
大
変
明
る
い
好
青
年
で
す
。

授
業
に
つ
い
て
は
学
力
を
低
下
さ

あ
き

せ
な
い
、
厭
が
こ
な
い
よ
う
先
生
内

奥
さ
ん
方
に
も
協
力
を
得
た
り
、
部

落
の
老
人
等
を
臨
時
鱗
師
に
招
い
た

り
、
変
化
を
持
た
せ
る
よ
う
い

ろ
い

ろ
工
夫
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
集

合
学
習
と
し
て
四
つ
奨
学
校

(美
利

河
、
花
石
、
中
里
)
年
十
六
回
を
計

画
し
、
ま
た
八
雲
町
、
北
槍
山
町
、

瀬
棚
町
な
ど
の
小
規
模
学
校

(
五
名

以
下
)
と
も
積
極
的
に
交
流
を
進
め

た
い
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
外
、

L
V

の
教
育
と
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ

(自
然

休
養
林
、
ダ
ム
水
没
地
域
、
歩
く
ス

キ
l
等
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
(
空

缶
拾
い
等
)
を
部
落
の
人
と
一
緒
に
、

計
画
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
内
中
に
聞
か
れ
た
学
校
と
し

て
、
毎
週
水
略
日
に
は
部
落

・
企
業

体
に
学
校
開
放
も
す
る
な
ど
、
学
校

運
営
に
創
意
工
夫
と
最
大
限
の
努
力

が
さ
れ
て
い
る
印
象
で
し
た
。

〈
学
校
長

一
言
〉

美
利
河
ダ
ム
、
ス
キ

l
場
と
こ
の

地
区
は
近
い
将
来
、
今
金
町
内
観
光

の
自
玉
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は

児
童
数

一
人
で
あ
る
が
、
休
校
す
る

こ
と
は
廃
校
と
同
じ
と
考
え
、
山
村

留
学
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
ま
た
、

町
教
委
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
教
員
、

部
落

一
丸
と
な

っ
て
学
校
存
続
に
取

組
み
た
い
。

先
生
は
い
つ
も

二

人
に
な

っ
た

の
で
、
あ
れ
も
出
来
な
い

、
こ
れ
も

出
来
な
い
と
思
う
な
。
一
人
で
も
あ

れ
も
出
来
る
、
こ
れ
も
出
来
る
と
思

え
U

と
言

っ
て
い
ま
す
。
私
も
そ
う

思
い
ま
す
。

ま
た
、
遊
び
ゃ
楽
し
み
は
、
人
か

ら
あ
た
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

自
分
で
つ
く
り
だ
す
も
円
だ
と
い
う

事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

美
利
河
に
は
、
ス
キ

l
場
や
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
が
で
き
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
う
ゅ
う
も
の
が
で
き
る
と
‘

子
ど
も
も
た
く
さ
ん
来
る
と
思
い
ま

す
。今
年
は

一
人
で
す
が
、
来
年
は
友

だ
ち
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら

一
人
で
も
が
ん
ば
る
つ
も

q
で
す
.

俳
句
づ
〈
り
の

仲
間
に
な
リ
ま
せ
ん
か

利
別
俳
句
会
(
藤
林
と
く
三
代
表
)

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

始
め
て
の
方
で
も
、
お
気
軽
に
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

O
月

例

会

第

二
ま
た
は
第
三
金
陥

日
森
町
品
田
涼
竹
先
生
指
導

。
土

脳

会

月

一
回
席
題
練
習

い
ず
れ
も
午
後
七
時
l
九
時
ま
で

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
入
会
希
望
者
は
斉
藤
み
ち
ぷ

(
昭

和
町
)
へ

ご
連
絡
を
下
さ
い
。

『

1
・1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
!
1
1
!
1
1
1
J

一

i
r-
-t
L

も
も
ち
ろ
ん
は
っ
き
り
は
し
ま
せ

一

一

γ、
選

鍾

ん
。
試
み
に
、
関
東
と
関
西
の
ほ

一

F
hw川広
監

ぽ
中
間
に
あ
る
、
東
名
高
速
道
路

一

一

d

1

，

.

2
名
湖
サ
ー
ビ
ス
す
ア
の
と

ん

土
用
の
丑
の
日
に
う
な
ぎ
を
食
な
ぎ
の
割
き
方
を
聞
い
て
み
た
と

』

F

べ
る
と
夏
負
け
し
な
い
と
言
わ
れ
、
こ
ろ
、
。
背
聞
き
し
て
蒸
さ
な
い
で

一

一
こ
の
日
は
う
な
ぎ
屋
の
書
き
入
れ
焼
く
。
と
東
西
の
折
衷
で
し
た
。

一

一
時
。

「
う
な
ぎ
と
い
え
ば
、
昔
は
蒲
焼
き
に
し
て
輸
入
す
る
場
合

一

一
夏
の
も
の
だ

っ
た
が
、
最
近
は
季
も
、
販
路
に
よ
っ
て
焼
き
方
に
注

一

一
節
感
が
な
く
な

っ
た
」
と
は

、

あ

る

文

を

つ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

一

一
う
な
ぎ
屋
さ
ん
の
話
。
天

然

・

・

・

い

ず

れ

に

し

て

も

、

夏

負

一

一
う
な
ぎ
は
冬
は
と
れ
な
い
が
、

t』
・
・
け
し
な
い
体
力
づ
く
り
を
、
二

一
最
近
は
饗
殖
、
輸
入
、
冷
凍

出

E
圃
・
・
が
け
た
い
も
の
で
す
が
、
海

-

一
技
術
の
発
達
な
ど
で
、

一
年

pd・
-

の

レ

ジ
ヤ

も
そ
の
一

つ
で

一

一
中
、
つ
な
ぎ
が
食
べ
勺
れ
る
と
掃
唱
圃
・
す
。
七
月
二
十
日
は
海
の
記

一

一
い
う
わ
け
で
す
。

Jid--念
日
、
そ
し
て
三
十
一

日
ま

一

一

日
本
で
食

べ
て
い
る
う
な
回
国
国
圃
で
が
「
海
の
旬
間
』
で
、
「
海
に

一

一
ぎ
の
半
介
以
上
が
、
台
湾
、

同
劃
圃
・

ひ
ら
こ
う
わ
れ
ら
の
未
来
」

一

↑
韓
国
、
中
国
か
ら
輸
入
し
た

.

.

.

 を
テ

1
7
に
、
各
地
で
マ
リ

』

白
も
の
で
、
生
き
て
い
る
の
を

.

.

.

.
 ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の

戸

一
そ
の
ま
ま
運
ん
で
く
る
場
合
も
あ
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
主

一

一
り
ま
す
が
、
和
焼
き
に
し
て
冷
凍
要
港
湾
都
市
が
持
ち
回
り
で
開
く

一

一
し
た
も
の
が
多
い
そ
う
で
す
。

「
海
の
祭
典
」
は
、
今
年
は
横
浜

一

一

と
こ
ろ
で
、
う
な
ぎ
を
割
く
に
で
す
。
折
か
ら
開
催
中
の
横
浜
博

一

一
は
腹
ケ

7
背
ケ
」
つ
?
さ
て
、
覧
会
の
会
場
で
も
、
配
念
行
事
が

一

↑
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
。

一
般
に
関
東
あ
り
ま
す
c

-

Z
背

開

き

、

関

西

は

腹

聞

き

と

言

ー

長

田

ヨ

一

一
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
焼
き
方

判

割

以

一

一
も
関
東
は
蒸
し
て
か

b
焼

き

、

関

吋

ぷ

創

出

章

一

一
西
は
蒸
さ
な
い
で
焼
く
よ
う
で
す
。

必

吋

7
1
Eは
ff

一

一

で
は
境
は
ど
こ
?
と
言

っ
て

l
目

、均

一

「

-za

・f・-・1・t-
t
-t
-
t
-z
'
u

，‘，.，•. 
I

，‘
・t，.，h・s-f
・s-t
，.，L
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タT丹Eれむ腎2月 i3 
のの咲老hHみの 1

厨i はくへ見ふ干~ )又
にな-~励lJ，え場， )利
立たぴ，E~ ま隠T に )耳IJ
つらのすれ老~ )骨l
も重t散略孫き し夫晶j句
梅勺くるのての } 合
雨ゅ帰a タ~1jtて錆S指t? 
寒2かべのレ太E
しれかぬ iし
けなくノレ 1 

り l

芳杉告旗今今 (
賀本 田村村野 1
あ と由 i
S あ正〈井黙 )
えい恒三子堂 }

利別俳句会 J

希同ヴめの戸イドル一一二一一一一-zte--l. "'"弓>r 、』ム.....調民司晶画凶-曹 、 a画司障壁~~

けさ 1 
4秋田理沙九 i 
(6持 1月14日生

大和町・秋田 正幸さんの 2女 i 
[親カ、勺】 動物が大好き。ワンワンなどヵ;

タコト内宮識も曹えるようになりました

毎日、家的中、外と元気に走り回っていま i
す。今のまま、スクスク育ってくれること ‘

を願っています.

ひろ や

惨山本博也〈ん
( 62年 8月20日生)

日進 ・山本 貞ーさんの長男
[親から1アイスと鯉のぼりが大好き〆
自転車に乗ってい札ぱご機嫌で~す。お

ねえちゃん 2人に白けないて¥元気に大

きくなってね。

〕g
 
〔
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いお
ぺ相理
b
山せ
w
期
間
と
免
除
期
間
を
(
厚
生
年
金
同

期
間
含
む
)
合
算
し
て
国
民
年
金
的

受
給
資
格
期
閉
め
満
た
な
い
人
は
、

不
足
期
聞
を
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年

金
内
受
給
権
を
得
ょ
う
と
す
る
入
。

こ
の
場
合
、

一
及
び
こ
と
も
保
険

料
は
現
在
の
金
額
で
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
記
に
該
当
す
る

と
恩
わ
れ
る
人
や
自
分
の
記
録
的
不

明
な
人
は
、

一
度
相
践
に
ご
来
場
下

さ
い
。
ま
た
、
任
意
加
入
を
希
望
す

る
人
は
、
印
鑑
持
参
の
う
え
町
民
福

祉
課
年
金
係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ

い。

〈
函
館
社
会
保
険
事
務
所
〉

V
年
金
相
絞
目
的
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
一質
問
や
相
談
を
次

的
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ヨ
し
一一ヨ
同

申
鯖
に
よ
り
後
日
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
、
高
額
療
養
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例

一

同

じ
世
帯
で
一
ヶ
月
に
三
万

円
(
住
民
税
非
課
税
世
帯
二
万

一
千

円
)
以
上
司
支
払
い
が
複
数
あ
る
場

合
は
、
合
算
し
て
、

一
世
帯
で
五
万

七
千
円

(住
民
税
非
課
税
世
帯
三
万

一
千
八
百
円
)
が
負
担
限
度
額
と
な

り
ま
す
.

例
二

同
じ
世
相
で
、
負
担
限
度
額

を
超
す
支
払
い
が
、
十
二
ヶ
月
の
聞

に
四
回
以
上
あ
っ

た
と
き
は
、
四
回

目
か
ら
の
負
担
限
度
額
は
、

三
万
三

千
円

(
住
民
税
非
牒
税
世
帯
二
万
二

千
二
百
円
)
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
六
月
一
日
以
降
の
診
療
か

ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

町
民
福
祉
課
国
保
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

の
あ
る
企
業
は
、

早
め
に
求
人
申
込

み
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す。

な
お
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
函

館
公
共
職
業
安
定

所
求
人
部
門

へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

社会福祉協議会だより 1. 6. 10 

夜光の里学園 畳努圏、社会福祉協織金への多額の

ご都附ありがとヲございまLた. (敬続:略)

〈西置賜郡〉 北桧山町民路全 丈壇アサ子

キ リス ト教 〈今金町〉 植村融制

独立芋園高校 中島ハ ル 青空 釣 1)全

〈札幌市〉 棚橋富性江 調車政輯

高松一 江 極111小学校児童会 上村益太郎

〈轟町〉 軒家子陸;); 酒田市太郎

金丸豊 一 大石静江 曽我井寛 抽

〈北桧山町〉 大吉啓太郎 小百合冊育園

青 木葺鵠場 今野 伝

0
1
3
8
1
2
6
 

l
l
l
n
u

ヮ，q
d
EJ

八
函
館
公
共
職
業

安
定
所
〉

マ
野
生
大
麻
の

援
誠
に
ご
協

力
を
/

大
麻
は
煙
に
し
て
、
吸
引
す
る
と

知
覚
、
感
覚
的
麻
曹
、
さ
ら
に
は
幻

党
を
も
た
句

L
.
精
神
呉
常
を
き
た

す
危
険
な
植
物
で
す
。

特
に
青
少
年
は
精
神
的
に
不
安
定

で
あ
り
大
麻
を
吸
引
す
る
こ
と
は
、

成
人
以
上
に
危
険
な
ニ
と
で
す
。

大
麻
の
不
正
所
持
は
依
然
後
を
絶

た
ず
、
昨
年
道
内
に
お
け
る
検
挙
者

は
三
十
五
人
と
な

っ
て
い

ま
す。

「
大
麻
は
健
康
を
害
す
る
危
険
な
植

物
」
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
が
再
認

識
し
、
撲
滅
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

大
麻
か
な
?
と
思
っ
た
り
是
非
保

健
所
ま
で
御

一
報
く
だ
さ
い
。

包
括

2
1
0
2
5
1

V
国
民
年
金
の
任
意
加
入
の
活
用
を

六
十
五
歳
に
途
す
る
ま
で
の
問
は

任
意
加
入
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
、
国

民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年

金
を
受
け
て
い
な
い
六
十
歳
以
上
の

人
で
、
次
的
事
項
に
該
当
す
る
人
で

す
.

〈
今
金
保
健
所
v

v
着
色
フ
ィ
ル
ム
を
貼
付
し
た

自
動
車
の
置
転
は
交
通
違
反
で
す

着
色
フ
ィ
ル
ム
を
貼
付
し
た
自
動

車
は
「
整
備
不
良
車
両
」
と
し
て
間

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
危
険
も
と
も

主
い
ま
す
円
で
絶
対
に
し
な
い
ょ
っ

に
し
て
く
だ
さ
い
。

記

。
貼
付
等
禁
止
窓
カ
ラ
ス

①
前
面
ガ
ラ
ス

②
運
転
席
側
面
ガ
ラ
ス

③
助
手
席
側
面
ガ
ラ
ス

〈
北
槍
山
警
察
署
V

ヨ
μ
一一ヨ
ロ

一、

満
六
十
歳
に
達
し
国
民
年
金
的

保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
過
去
に
未
納
期
間
や
免
除

期
間
が
あ
る
が
‘
す
で
に
国
民
年
金

的
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る

人
で
、
未
納
期
間
及
び
免
除
期
間
を

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ほ
ぽ
、
満
鎖
的
年
金

を
受
け
よ
、っ
と
す
る
入
。

二
、
満
六
十
歳
に
達
し
た
人
や
こ
れ

か
ら
六
十
歳
に
遺
す
る
人
で
、
納
付

七
月
十
九
日
(
水
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
殺
室

三
、
相
談
員
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員

一
名

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
V

V
高
額
療
聾
費
が
世
わ
り
ま
す

被
保
険
者
が
、
同
じ
月
内
に
、
同

じ
医
療
機
関
に
支
払

っ
た
医
療
費
が

五
万
七
千
円
(
住
民
税
非
課
税
世
帯

三
万

一
千
八
百
円
)
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
を
国
保
が
負
担
し
、

〈
町
民
福
祉
課
国
保
係
〉

マ
企
幽
曹
の
求
人

受
付
は
六
月
二
十
回
か
ら

明
審
三
月
卒
の
新
規
学
校
卒
業
者

(
中
学

・
高
校
)
に
か
か
る
求
人
受

付
は
六
月
一

一十
日
よ
り
開
始
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

年
々
地
元
就
職
内
志
向
が
強
ま
る

反
面
、
企
業
よ
り
の
求
人
申
込
み
が

遅
く
、
こ
れ
に
よ
り
優
秀
な
人
材
が

地
元
就
職
の
機
会
を
の
が
す
結
果
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
用
計
画

と

き

• • 

項 目 対集 者 実施日 時 IllJ 対象地区 実 施合 場 内 寄

3日(日) 老人福祉センター

10日(日) 町民セノター

① 般 相 談 全 住 民 17日(日) 10: 00-15: 00 全 地 区 老人福祉センタ 瞳康相談、保健指導

24日(日) 町民センター

31日(日) 町民セノ y-

② ⑩ trン検診 満30龍以上の閥人 4日伏)
受付".川

全地区 検診車による検査8: 00-8: 30 町民センター
12: 00-12: 30 

4日(刈

5日制
受付時間

③ ⑮ガン検診 描35量以上町男女 全地区 町民センター 検診車による検査
6日制 6 凹-7∞ 

7日倒

@ 妊 婦 相 談 妊婦の方 11日(叫 畳付時間 全地区 町民センター 検曲尿料、、採輩血養、指助導産婦指導、
12: 45-13: 15 

⑤ モデル地区検診 神丘地区住民 12日附
畳付時間

神丘地区 神丘福祉全舘 心身電体制図定楠査、検尿、 採血.
9 :00-10∞ 

⑥ 手L 児 相 談 生1五6、9ヶ月児 13日附
受付時間

全地区 町民センター 身体制定、保隆指導9 : 30-10 : 00 

⑦ l哉6ヶ月児健診 生雄l龍7、8ヶ月児 13日附
受付時間

全地区 町民センター 指問診導、、 検歯尿科、、 栄鈴鏡養指、噂保健12: 30-13: 00 

⑧ 育 児 講 座 生桂 3ヶ月児 20日制
受付時間

全地区 町民センター 身体測定、保随指導9:30-10∞ 
⑨ すL 児 健 言告 生i主4.7.10、12ヶ月児 20日制 畳付時間 全地区 町民センター 問歯科診、、栄診察養指、持保随指導

12: 30-13:∞ 
⑬ 無医地区巡回診擦 全 住 民 20日制

畳付時間
全地区 町民 セ ンター 眼科診察

14:30-15:00 

⑪ n~ 脱 健 空網9会
生雄2ヶ月と25

24日開) 13: 00-14: 00 全地区 今金保健所 股関節 X 線 J撮影日以上町幼児

⑫ 3 産児健診 生御影、3、4ヶ月児 27日嗣 12: 00-13∞ 全地区 町民センター 曲身科体測、栄定養、検、尿保健、指診導療、

. o 1L 寺でリが . -て
今
幌市札 腕市札 連先絡

町お合現tt札札 ヰL 問 試集受募集募範囲 資 い
金町

てで剖!い O市;)1 i且
よ幌 品3 験 格 i v いはら 町 、 近郊

且，11¥ 

すま。今町金 せ下さ 方{はi会只名世よ 七に月 在11 ま市
隊 長 日付 自

間T
平区 井村 け 三 二 一 二 平成

i時商工生; 
カ、 lこ

美
活い所 結成中旬 の

付 図回図 二
園次

性 ' 主成中 主町吉者
才2

九雄 化氏
aコ会'"、

宜主観 宮 条さ の名 さ 」
務所 十月 九月 九月 九月 海卒業月見 対方集るを2光 ol1!lん

カぜ ( 二十五士宝 採|牒 1丁
役プイ T号話番をE すで。すれま。に。 l 目 結 E ー十六日 用

l 
成
? 日 三 日カ(込 に

i 自の と 兄よ 2 (fl)目ωら男み 次 案
l十 L ~;1'1 る さ 5 liJ 干のの
1七 て 次や

「

ニ。 方 要官~ '*ーl 内
の 子弟等

，、
れ

線 7 大 ま
ま へ. 1子)E 集で』しl か

3 9 L 、

務局ま 知お tdZB スλ す3 2 
番 5 J明 L 

V
自
衛
官
採
用
案
内

来
春
出
校
を
-斗
議
す
る
方
を
対
集
に
次
的
要
領
で
募
集
し

て
い
ま
す
@

・
資

格

平
成
二
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
方

・
募
集
範
囲

二

等

陸

海

空

士

(

男

子

女

子

)

・
募
集
受
付

平
成
元
年
九
月
五
日
か
ら

・
試

験

日

一
図
目
九
月
十
六
日

ω

二
回
目
九
月
二
十
三
日

ω

三

回

目

十

月

一

白
川

・
問
合
せ
・

受
け
付
け
は

自
衛
隊
今
金
募
集
事
務
所
(
宮
②

0
2
5
8
}へ
.

7月みんな

1
 
1
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さめやか君 d匂二
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7月の休日当番医

s@)5011 

s@)5321 

sCV3021 

g②0221 

合②0324

院(北桧山)

北桧山町田慌病院(北桧山)

院(i頼棚)

金)

金)

病

病

今金町国保病院(今

富田医院(今

崎

平

樋

2日

9日

16日

23日

30日

や件付 住民の副態 令材料

王見

前月対比

(- 4) 

( -13) 

(- 9) 

在

8，018人

3，891人

4，127人

末月

口

5 

男

女

人℃ 

5月12日(裕さん長男)神丘中央

5月22日(武丸 2男)上鈴金

5月24日(清美九 2男)目的出町

6月 1日(英則九長男)高美町

6月3日(幹夫九 2男)八束中央

6月6日(裕治三 2男)大和町

2，501世帯(+

-っとτ
 

的古、ヮ炉、

~JA

F

A

i

p

A

FJ
ヘ

24

Fん

e

e
勺

i
e
I

e

-

-
i

e
!i

ー

じ

川
傑
陀
太

則福岡

山平

日遼

刊介

ん

山章

同

情

川涼

たお図

世帯数

天沼

地

前

村

岐

道

菊

松

中

讃

中

l今金小児童会に感謝状」
今
金
小
児
童
会
で
は
、
歳
末
助
け

合
い
運
動
的

一
環
と
し
て
、
昭
和
五

十
九
年
か
ら
毎
年
、
各
家
庭
か
ら
子

供
達
の
不
用
に
な

っ
た
品
物
を
集
め

て
バ
ザ
ー
を
開
き
、
収
益
金
を
北
海

道
共
同
募
金
会
へ

全
額
寄
付
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
ほ
ど
、
北
海
道
共
同
募
金
会
か
ら

町)

回イt

緑町

南町

金原宮前

下トマンケン

巨奈さん(南

97歳

74歳

65歳

90歳

72品&

固いつまでもおしあわせに

秀樹九 (末広町)~磯部

松

保

5月22日

5月27日

5月29日

6月7日

6月11日

ロおくやみもう Lあげます

さ

ん

き

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

代

雄

郎

サ

博

%瀧i畢

藤

石

回

回

田

須

原

大

須

多

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
制
②
0
1
1
4
4
番

f
t
L
 

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
会
の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
長

く
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(12) 

編

組
副

V
広
報
係
の
毎
日
の
仕
事
の
中
に
、

新
聞
各
紙
の
切
抜
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
こ
ん
な
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。
海
辺
で
、
ぬ
れ
る
の
が
い
や
だ

と
水
に
入
ら
な
い

子
が
い
る
。
森
で
、

汚
い
か
ら
と
落
葉
め
く
り
を
し
な
い

子
が
い
る
。
せ
っ
か
く
カ
ブ
ト
ム
シ

を
捕
ま
、
え
て
も
、
エ
サ
を
や
ら
な
い
。

エ
サ
が
な
け
れ
ば
死
ぬ
と
い
う
こ
と

も
知
ら
な
い
。
-v
わ
が
家
に
も
中

一

に
な
る
息
子
が
い
ま
す
。
運
動
会
前

日
に
友
達
と
誘
い
合
っ
て
ヤ
ツ
メ
ウ

ナ
ギ
を
捕
り
に
行
き
、
捕

っ
た
ヤ
ソ

メ
を
カ
ミ
ソ
リ
で
料
理
し
、
持

っ
て

い
っ
た
塩

・
コ
シ
ョ
ウ
で
焼
い
て
食

べ
、
大
変
お
い
し
か

っ
た
と
の
話
し
。

V
こ
こ
ま
で
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が

帰
り
に
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
を
忘
れ
て
く

る
は
、
革
靴
の
ま
ま
川
に
入

っ
て
靴

を
ダ
メ
に
す
る
は
で
、
カ
ミ
さ
ん
も

カ
リ
カ
リ
で
し
た
。
-v
こ
ん
ど
札
幌

に

「
い
ま
か
ね
会
」
が
で
き
る
と
聞

き
、
こ
ん
な
田
舎
の
自
然
児
と
札
幌

の
子
供
達
が
交
流
を
深
め
れ
ば
、
大

変
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
な
る
の
で
は

と
書
い
て
み
ま
し
た
。
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